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支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　
台
東
区
支
部
が

　
　設
立
さ
れ
ま
し
た

二
〇
一
六

年
五
月
十
九

日
浅
草
文
化

観
光
セ
ン

タ
ー
に
お
い

て
十
一
名

の
発
起
人
の

方
々
に
よ
り
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
、
台
東
区
支
部
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
轟
豊
藏
氏
が
支
部

長
に
就
任
し
、
他
に
十
名
の
役

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

で
現
在
の
日
本
善
行
会
の
支
部

数
は
六
十
九
と
な
り
ま
し
た
。

台
東
区
は
東
京
を
代
表
す
る

浅
草
・
上
野
を
中
心
に
す
る
観

光
、
商
業
、
工
業
地
域
で
昔
か

ら
「
粋
」
な
人
々
の
代
名
詞
「
江

戸
っ
子
」
の
住
む
街
で
す
。
単

に
東
京
に
住
ん
で
い
る
だ
け
で

は
江
戸
っ
子
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

三
代
に
亘
り
浅
草
、
上
野
、

日
本
橋
、
神
田
、
深
川
エ
リ
ア

に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
そ
の
条

件
で
す
。

内
外
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う

「
浅
草
寺
」
西
郷
隆
盛
の
像
で
知

ら
れ
る
「
上
野
公
園
」
等
々
で

あ
ま
り
に
も
有
名
な
エ
リ
ア
で

す
。
す
ぐ
近
く
に
は
人
気
の
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
有
り
ま
す
。

日
本
善
行
会
が
設
立
八
十
周

年
を
来
年
度
に
迎
え
る
節
目
の

年
に
東
京
の
中
心
に
新
支
部
が

設
立
さ
れ
た
こ
と
を
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　　青
森
県
青
森
支
部

　児
童
の
交
通
指
導

　
　
　
　
　
　五
〇
年

平
成
二
七
年
に
日
本
善
行
会

青
森
支
部
長
職
を
辞
し
、
同
支

部
の
顧
問
と
な
っ
た
須
郷
勝
雄

さ
ん(

青
森
市
、
九
二
歳
、
最

高
齢
の
県
交
通
指
導
隊
員)

は
、

同
市
青
柳
の
茛
町
小
学
校
前
の

交
差
点
に
立
ち
、
朝
と
午
後
の

計
二
時
間
程
、
登
下
校
す
る
子

供
達
の
交
通
指
導
を
行
っ
て
い

る
。須

郷
さ
ん
が
声
を
掛
け
る
と

白
い
手
袋
を
は
め
た
手
を
握
り

返
す
子
や
照
れ
く
さ
そ
う
に
す

る
子
が
い
る
と
い
う
。
子
供
た

ち
の
安
全
な
登
下
校
を
祈
る
学

校
は
大
感
謝
で
あ
る
。

須
郷
さ
ん
が
交
通
指
導
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
昭
和
三
十
五

年
ご
ろ
の
長
男
の
小
学
校
入
学
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
環
と
し
て
見

守
り
を
始
め
た
と
い
う
。
県
交

通
指
導
隊
に
は
昭
和
四
十
二
年

の
発
足
と
同
時
に
入
隊
。
同
年

茛
町
小
前
に
引
っ
越
し
。
以
来

交
差
点
に
立
ち
続
け
て
五
〇
年
。

平
成
二
七
年
六
月
末
、
自
宅

に
女
の
子
か
ら
は
が
き
が
届

き
、
感
謝
の
気
持
ち
が
は
が
き

い
っ
ぱ
い
に
書
か
れ
て
い
た
と

い
う
。
ほ
っ
こ
り
し
た
気
分
に

な
る
。
路
地
の
早
咲
き
の
桜
が

芽
吹
く
頃
、
須
郷
さ
ん
に
会
い

に
行
こ
う
。
き
っ
と
い
る
は
ず
。

　　静
岡
県
浜
松
支
部

定
期
支
部
総
会
の
開
催

三
月
二
十
七
日
（
日
）
第

十
三
期
定
期
支
部
総
会
を
開
催

し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
終
了

し
ま
し
た
。

ま
た
、
藤
田
耕
三
日
本
善
行

会
会
長
、
鈴
木
康
友
浜
松
市
長

他
多
数
の
方
々
よ
り
丁
重
な
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
度
よ
り
、
役
員
の
異
動

も
あ
り
、
新
た
な
心
で
活
動
致

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の

程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢紙の町の伝統工芸

日本文化の伝統を守り伝える

愛媛県支部

四
国
中
央
市
は
、
香
川
県
、

徳
島
県
、
高
知
県
と
四
県
が
接

す
る
四
国
の
中
央
に
あ
り
、
県

庁
所
在
地
へ
ほ
ぼ
一
時
間
で
結

ば
れ
る
と
い
う
好
条
件
の
場
所

に
あ
り
ま
す
。
製
紙
、
紙
加
工

業
に
お
い
て
は
日
本
屈
指
の
生

産
量
を
誇
り
、
紙
製
品
の
工
業

製
造
出
荷
量
全
国
一
位
で
も
あ

り
ま
す
。「
紙
」へ
の
感
謝
と「
ふ

れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ

ベ
ン
ト
「
四
国
中
央
紙
ま
つ
り
」

で
は
映
画
、「
書
道
ガ
ー
ル
ズ
‼

わ
た
し
た
ち
の
甲
子
園
」
の
モ

デ
ル
に
な
っ
た
書
道
パ
フ
ォ
マ

ン
ス
甲
子
園
大
会
が
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
高
校
生
が
集
い
競
い

ま
す
。

縦
４
ｍ
×
横
６
ｍ
の
巨
大
な

紙
に
向
き
合
い
、
音
楽
に
、
動

き
に
、
表
情
に
、
そ
し
て
書
き

上
げ
た
言
葉
に
想
い
を
託
し
た

作
品
、
そ
の
迫
力
と
感
動
の
書

道
パ
フ
ォ
マ
ン
ス
を
披
露
す
る

高
校
生
た
ち
の
熱
い
戦
い
は
必

見
で
す
。

紙
の
町
の
伝
統
工
芸
の
水
引

細
工
は
、
水
引
本
来
の
「
真
心

を
こ
め
る
・
心
と
心
を
結
ぶ
」

「
愛
媛
の
愛
を
伝
え
る
」
と
い

う
意
味
で『
愛
水
引
』と
呼
ば
れ
、

結
納
飾
り
、
金
封(

の
し
袋)

美

術
工
芸
品
な
ど
の
加
工
品
に
も

取
り
組
み
、
日
本
文
化
の
伝
統

を
守
り
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
話
題
の
地
元
、

新
宮
地
域
の
お
茶
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
霧
の
森
大
福
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
品
評
会
で
、

和
菓
子
、
和
ス
イ
ー
ツ
部
門
の

最
高
賞
の
金
賞
を
獲
得
。
無
農

薬
で
丁
寧
に
栽
培
さ
れ
た
新
宮

の
か
ぶ
せ
茶
だ
け
を
使
用
し
た

抹
茶
の
香
り
溢
れ
る
美
味
し
い

大
福
で
す
。

四
国
の
人
た
ち
は
小
さ
な
時

か
ら
お
遍
路
さ
ん
へ
の
お
接
待

を
す
る
の
を
当
た
り
前
と
し
て

育
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
多

く
の
者
が
率
先
し
て
参
加
し
て

い
ま
す
。

我
が
四
国
中
央
市
で
は
、
子

ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝
と
し
て

青
パ
ト
が
常
時
市
内
を
巡
回
し
、

毎
日
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
月
五

日
は
青
パ
ト
百
余
台
が
市
内
一

斉
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、「
子
ど

も
を
守
り
育
て
る
日
」
の
四
月

入
学
日
と
十
一
月
五
日
は
、
各

種
団
体
協
力
し
て
登
下
校
の
子

ど
も
達
の
見
守
り
活
動
、
市
内

一
斉
の
清
掃
活
動
等
々
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
積
極
的
に
参
加

す
る
人
達
が
多
い
の
は
、
お
接

待
の
心
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
皆
様
も
四
国

八
十
八
ヶ
所
巡
り
い
か
が
で
す

か
？
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　　福
岡
県
筑
豊
支
部

平
成
二
十
七
年
度

   

第
八
回
秋
季
善
行

　

  

表
彰
伝
達
式
及
び

第
八
回
定
期
総
会

平
成
二
十
八
年
二
月
七
日

午
後
一
時
半
か
ら
、
直
方
市
多

賀
区
公
民
館
で
開
催
し
、
平
成

二
十
七
年
度
「
秋
季
善
行
表
彰
」

を
受
け
た
四
人
と
一
団
体
に
表

彰
を
伝
達
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
総
会
に
移
り
、
平

成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、
平

成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
並
び

に
予
算
に
つ
い
て
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
手
作
り
の
干
支

で
縁
起
の
猿
を
参
加
者
全
員
に

配
付
し
ま
し
た
。

善
行
川
柳	

選
者 

東

　
　逸
平

○

あ
れ
そ
れ
で

　通
じ
る
言
葉
で

　日
々
長
閑

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
あ
れ
！
あ
れ
！
そ
う
じ
ゃ
な
い
の
よ
、
そ
れ
そ
れ
よ
！
多
弁
は
要
ら
な
い

　老
夫
婦
の
な
ん
と
長
閑
な
一
日
で
し
ょ
う
。

○

桜
ち
り

　善
行
活
動
は

　散
ら
な
い
よ

群
馬
県

横
江

　
　勇

評
／
そ
の
心
意
気
で
す
ね
。
善
行
は
継
続
な
り
。

○

善
行
の

　豊
か
な
心

　花
と
咲
く

東
京
都

松
田
多
恵
子

評
／
綺
麗
に
纏
ま
り
ま
し
た
。
善
行
の
花
が
街
を
埋
め
る
程
の
日
本
の
姿
に
し
た

い
も
の
で
す
ね
。

○

今
日
も
ま
た

　会
え
る
楽
し
み

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
題
材
を
取
っ
た
作
句
が
他
に
五
編
あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
一
つ
の
題
を
決
め
て
詠
む
方
法
を
「
題
詠
」
と
詠
ん
で
い
ま
す
。

　与
え
ら
れ
た
題
を
５
・
７
・
５
に
詠
む
の
で
す
。
も
う
一
つ
は
「
雑
詠
」
と

　称
し
て
詠
む
方
法
で
す
。
今
、
投
稿
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
多
く
は
「
雑
詠
」

で
す
ね
。

　善
行
の
文
字
を
入
れ
て
詠
む
と
「
題
詠
」
と
な
り
ま
す
。

「
第
二
回
日
本
善
行
会
創
立

八
十
周
年
記
念
事
業
準
備
委

員
会
」
及
び
「
第
一
回
八
〇

年
の
あ
ゆ
み
」
編
集
委
員
会

第
二
回
の
「
日
本
善
行
会
創

立
八
十
周
年
記
念
事
業
準
備
委

員
会
」
と
第
一
回
の
「
八
〇
年

の
あ
ゆ
み
」
編
集
委
員
会
が
、

五
月
二
十
三
日
（
月
）
に
開
催

さ
れ
た
。
相
澤
、勝
野
両
副
会
長
、

石
井
、
高
田
、
山
下
の
各
常
務

理
事
、
石
毛
理
事
が
出
席
し
た
。

「
記
念
事
業
準
備
委
員
会
」
で

は
、
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
の

開
催
日
時
、
記
念
品
を
ど
う
す

る
か
等
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。

「
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
」
で
は
、

「
八
十
年
の
あ
ゆ
み
」
の
基
本
的

考
え
方
、
具
体
的
内
容
、
今
後

の
進
め
方
等
に
つ
い
て
議
論
が

な
さ
れ
た
。

次
回
の
「
準
備
委
員
会
」
及

び
「
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
」
は
、

六
月
十
六
日
の
総
会
後
に
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
、
引
き
続
き

所
要
の
検
討
や
必
要
な
作
業
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

（
設
立
以
来
三
十
一
年
目
）

の
設
立
以
来
二
十
余
年
を

支
部
長
と
し
て
高
崎
市
内

の
会
員
増
強
に
ご
尽
力
さ

れ
、
ま
た
、
群
馬
県
内
に

桐
生
支
部
、
前
橋
支
部
、

群
馬
県
北
毛
支
部
を
立
上

げ
た
功
労
者
で
す
。

そ
し
て
昭
和
六
十
二
年

よ
り
本
会
理
事
、
常
務
理

事
、
理
事
長
・
副
会
長
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
ま
さ

し
く
今
の
日
本
善
行
会
の

基
礎
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

こ
こ
に
、
生
前
の
ご
功

績
を
感
謝
し
、
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　葬

　送

五
月
二
十
七
日
午
前
、

湯
浅　

巌
本
会
元
理
事

長
・
副
会
長
は
、
享
年

九
十
一
歳
に
て
ご
逝
去
さ

れ
、
高
崎
市
内
の
斎
場
で

多
く
の
関
係
者
に
見
送
ら

れ
厳
か
に
告
別
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

同
氏
は
地
方
で
は
歴
史

あ
る
群
馬
県
高
崎
支
部

轟  豊藏  台東区支部長
浅草寺雷門

訃

　報

新
支
部
の
紹
介




